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　喫煙が身体に悪いことはよく知られています。
2006 年度の診療報酬改定では、ニコチン依存症
管理料が新設されて、禁煙指導が保険で認められ
るようにもなりました。
　たばこが肺などの呼吸器系、心血管系に影響を
及ぼすことは広く認識されている一方で、眼との
関係についてはまだあまり知られていませんが、
実際には喫煙による眼障害として、加齢黄班変
性、白内障、ドライアイなどとの関連が指摘され
ています。
　加齢黄班変性は日本人の失明原因の第 3 位の
疾患です。1996 年の学術論文によれば、加齢黄
班変性になる頻度は、１日にたばこを 20 〜 25 本
を吸う人が吸わない人に比べて 2.5 倍高く、たば
この量に比例して増加し、しかも、15 〜 20 年間
中止してもそれ以前の喫煙の影響は残ると報告さ
れています。
　白内障のリスクファクターとしても 1992 年に
報告されています。１万 7824 人の医師を対象に
８年間観察した結果、１日に 20 本以上のたばこ
を吸う人は 2.05 倍の高率で白内障が発生したそ

うです。また、5 万 828 人の看護師の８年間の調
査でも、１年に 65 箱以上吸う人は吸わない人に
比べて 1.63 倍白内障になる危険性があると報告
されています。
　近年では、ドライアイとの関連も指摘されてい
ます。涙は油層、水層、ムチン層の三層の液体から
成り立っています。たばこの煙によって涙膜の一
番表面にある油層が障害を起こすことにより、水
層の不安定化が生じるとされています。
　また、母親の喫煙は、子供に斜視を発症させる危
険因子であるとの報告もあります。
　このように喫煙は長期にわたり身体、眼に悪影
響をおよぼすので、一刻も早い禁煙をとさまざま
なキャンペーンが行われています。今後は、市街や
路上の禁煙、公共の施設や交通機関での禁煙、さら
に飲食店内での禁煙など、愛煙家にとってますま
す厳しい環境になることが予想されます。
　それでもあなたはたばこを吸いますか？

【広報おかや 2009 年 7 月号掲載】

喫煙と眼障害

健康ひと口メモ
TIPS ON
HEALTH


